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付記

調査記録としては、松里公孝「ダゲスタンのイスラム（前編）『スラブ研究セ

ンターニュース」９５（2003年秋）号、「ダゲスタンのイスラム（後編）」スラ

ブ研究センターニュース」９７（2004年春）号があるが技術的理由とスラブ研究

センター・ホームページからの閲覧が用意なので、ここには採録しなかった。

アドレスは、 http：／/src-hslav,hokudLac・ｊｐ/i､/news/95/essa －ｍａｔｓｕｚａｔｏ．

htmlおよび、http://src-hslav・hokudi・ａｃ・ｊｐ/jp/news/97/essay-97-essaya
htmlである。

ヴラデイミル・クシニレンコ氏の口頭発表原稿（2004年１２月１１日、スラブ

研究センター、若手研究者国際ワークショップ）「北コーカサス西部中央部諸共

和国の政治過程におけるイスラームの要素」は、ここに収録しなかった。
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